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本研究の目的は、回復期リハビリテーション病棟看護師のリハ看護に必要なコンピテンシーを高
めるための教育プログラムの開発である。研究の特色は、教育プログラム構成にアンラーニングの
概念を用いる点である。
アンラーニングとは、配置転換による環境の変化や専門性の違いにより、戸惑いや違和感を抱き
ながらも知識や技術をアップデートし、価値を転換して新しいものを獲得していくという戦略的学習
概念である。コンピテンシーとは、優れた成果を創出する個人の能力や行動特性を指す。
先行研究において、国内の回復期リハビリテーション病棟に所属する5,435名の看護師を対象とし
て、一般病棟から回復期リハビリテーション病棟へ配置転換した際のアンラーニングのプロセスを
明らかにした。今後は、このプロセスを促進する教育プログラムを構築し介入を計画している。
介入後の効果検証は、米国リハビリテーション看護協会並びに日本リハビリテーション看護学会
が示す、リハビリテーション看護のコンピテンシーを基軸に評価指標を作成予定である。
アンラーニングの促進が、リハビリテーション看護のコンピテンシーへ及ぼす影響を明らかにする。
全国の回復期リハビリテーション病棟を対象とするため、地域特性に依存しない普遍的な結果が期
待される。

◼ 本研究により開発した教育プログラムの効果を明らかにすることで、実践適用の可能性が高
まり院内教育の質向上に寄与する。

◼ 地域包括ケアシステムの主軸となる回復期リハビリテーション病棟において、教育プログラム
を活用することで、リハビリテーション看護の質向上が期待される。

◼ 厚労省が掲げる、住み慣れた場所で最期まで生き生きと暮らすという地域包括ケアシステム
の理念に沿った社会の構築に寄与する。地域の回復期リハビリテーション病棟との連携が期
待できる。
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